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１．事業の概要

事業箇所

七栄北新木戸
土地区画整理事業

・起点 ：富里市七栄

・終点 ：成田市並木町

・延長 ：Ｌ＝1.9km
・幅員 ：Ｗ＝25ｍ
・道路規格 ：第4種第1級
・設計速度 ：60ｋｍ/ｈ
・全体事業費 ：約73億円

とみさとし ななえ

なりたし なみきちょう

終点：成田市並木町
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富里IC

酒々井IC

酒々井町役場 富里市役所

成田市役所

<道路種別>
高速道路
国道
主要地方道
その他道路

凡例

芝山町役場

国道409号 富里拡幅
事業区間 Ｌ＝1,.9km

土地区画整理事業

七栄南新木戸
土地区画整理事業

成田空港

単位：mm計画横断図

起点：冨里市七栄



２．事業の状況

▼写真③（整備済区間）

東
関
東
道

平成小 文

成田市

ス
ー
パ
ー

大
銀
杏
公
園

レ
ス
ト
ラ
ン

レ
ス
ト
ラ
ン

教
習
所

JR成田線至 成田市街

至

富
里
市
街

富里市成田市

４車線未整備
Ｌ＝650m

暫定供用（H24）
Ｌ＝1,270m

写真① 写真②

富里拡幅
Ｌ＝1,920m

・事業進捗率 81%（事業費ベース）
・用地進捗率 68%（面積ベース）

【平成27年度末】
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▼写真①（未整備区間） ▼写真②（整備済区間） ▼写真④（整備済区間）
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道

成田市
仲卸市場

家
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至 酒々井町

至 八街市
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市
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ラ
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書
店 写真④写真③

平成11年度 事業着手
平成11年度 用地買収着手



３．事業の必要性
(1)交通の円滑化

・ 成 田 市 と 富 里 市 を 結 ぶ 地 域 の 幹 線 道 路 で あ り 、 朝 夕 を 中 心 に 渋 滞 が 発 生 。
・ 並 行 す る 市 道 で も 渋 滞 が 発 生 。

成田市
▼国道409号の渋滞状況

最大滞留長
500m (※)
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渋滞方向

<道路種別>

<主要渋滞箇所>
箇所
区間

高速道路
国道
主要地方道
一般県道
その他道路

凡例

渋滞方向

酒々井町

富里市最大滞留長
720m (※)

▼並行市道の渋滞状況

出典：首都圏渋滞ボトルネック
対策協議会

七栄北交差点

富里IC交差点

並木三差路

※交通量調査結果（H27.7）

国道409号 富里拡幅
事業区間 Ｌ＝1,.9km



３．事業の必要性
(２)安全性の向上

・ 4 年 間 （ H 2 0 ～ H 2 3 ) で 1 0 0 件 の 人 身 事 故 の う ち 、 6 割 が 追 突 事 故 。
・ 通 学 路 に 指 定 さ れ て い る が 、 幅 員 が 狭 い た め 、 安 全 性 の 確 保 が 必 要 。

11件, 
11%

3件,3%
3件,3%2件,2%

追突 右左折
出会い頭 正面衝突

渋滞に起因
成田市

人身事故件数
100件/4年 追突事故が

約６割

平成小
児童の通学状況
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60件, 
60%

21件, 
21%

▲本事業区間の死傷事故件数（４年間）

出典：イタルダデータ（H20-H23）

最大滞留長
720m

追突事故多発地点
14件/4年

富里IC

酒々井町

富里市

渋滞の最後尾付近で
追突事故が多発

約６割

国道409号 富里拡幅
事業区間 Ｌ＝1.9km 渋滞していると追突事故が発生しやすい

<道路種別>

高速道路
国道
県道
主な通学路

凡例

七栄小



３．事業の必要性
(３)物流の効率化

・ 工 業 団 地 と 富 里 Ｉ Ｃ を 結 ぶ ア ク セ ス 道 路 と し て の 役 割 。
・ 渋 滞 の 発 生 や 幅 員 の 狭 さ が 円 滑 な 物 流 の 支 障 。

至 北関東・東北

成田市役所

成田空港

▼未整備区間を走行する大型車
成田IC

成田市街地
・成田地区
・公津地区

・ニュータウン地区
【人口８万人】
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富里第二
工業団地 富里

工業団地

富里IC 空港南部
工業団地

至 東京

富里市役所

成田空港

酒々井IC

富里ICは多くの
大型車が利用

渋滞が円滑な物流の支障

▲富里IC交差点の状況

<道路種別>
高速道路
国道
県道
その他道路

凡例

国道409号
富里拡幅



３．事業の必要性
(４)救急医療への支援

成田赤十字病院

成田赤十字病院
（3次救急医療施設）

日吉台病院

成田市

富里市からの搬送に利用 広域的な搬送にも利用

成田富里徳州会病院
（2次救急医療施設）
※H27.9新規開院

・全搬送人数の約4割の患者を成田赤十字
病院に搬送しています。

・渋滞によって搬送時間にロスが生じている。
富里市消防本部の声

（ヒアリングより）

山武群市から372人を成田赤十字病院に
搬送しています。

山武郡市消防本部の声
（ヒアリングより）

・ 交 通 渋 滞 や 幅 員 の 狭 さ が 救 急 搬 送 に 支 障 。
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データ；富里市消防本部ヒアリング調査結果
(H26.1～H26.12)

成田赤十字病院
（3次救急医療施設）

富里市

芝山町

横芝光町

山武市

多古町日吉台病院
（2次救急医療施設）

719人, 

41%

150人, 

9%

97人

5%

780人, 

45％ 成田赤十字病院

成田病院

日吉台病院

その他

富里市からの搬送の
約４割が

国道409号を利用

1,746人/年

富里市

富里市役所



４．整備効果
(1)交通の円滑化

・ 4 車 線 化 に よ る 交 通 容 量 の 増 大 に よ り 、 渋 滞 緩 和 が 期 待 。
・ 所 要 時 間 が 短 縮 さ れ 、 通 勤 利 便 性 が 向 上 。

成田市

成田市役所
富
里
市
（
市
役
所

23分②暫定供用
（現況）

27分成
田
市
（
市
役
所

4分
短縮

さらに
4分

①整備前

4分
短縮

富里IC

酒々井町

富里市

国道409号
富里拡幅

富里市役所

市
役
所
）19分③全線４車線

整備後
【通勤者数】

富里市⇒成田市：7,263人
成田市⇒富里市：2,154人

▲富里市から成田市への所要時間の変化

▲成田市から富里市への通勤人口の推移

データ：各年国勢調査

データ：道路交通センサス（混雑時旅行速度）
※①はＨ22、②はＨ22 ＋富里市区間規制速度（60km/h） 、

③はＨ22＋全事業区間規制速度（60km/h）で算出

2,044 2,055 

2,154 

1,800 

1,900 

2,000 

2,100 

2,200 

2,300 

2,400 

H12 H17 H22

市
役
所
）

4分
短縮8分

短縮

通勤人口の増加
交通需要増における

利便性の確保

9

<道路種別>
高速道路
国道
県道
その他道路

凡例



21

8

4

2

0

5

10

15

20

25

30

35

追突 右左折
出会頭 正面衝突

その他車両相互 人対車両

（件）

４．整備効果
(2)安全性の向上

・ 追 突 事 故 を は じ め と す る 人 身 事 故 が 減 少 。
・ 歩 道 が 拡 幅 さ れ 、 歩 行 者 の 安 全 性 が 向 上 。

成田市

４車線整備により
約５割減少

暫定供用区間の整備効果

渋滞の最後尾付近で追突事故が多発
⇒渋滞緩和により追突事故が減少

29件

15件追突事故は
約６割減少

0

整備前

（Ｈ18）

整備後

（Ｈ25）
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酒々井町

富里市

国道409号 富里拡幅
事業区間 Ｌ＝1.9km

渋滞緩和

富里IC

▲整備済み区間の整備前後における事故件数
データ：千葉県事故データ

<道路種別>
高速道路
国道
県道
その他道路

凡例

現況 整備後



４．整備効果
(３)物流の効率化

138
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北関東、東北方面

国道409号 富里拡幅

<道路種別>
高速道路
国道
県道
その他道路

凡例

・ 富 里 イ ン タ ー チ ェ ン ジ へ の ア ク セ ス 性 が 向 上 。
・ 時 間 短 縮 や 定 時 性 の 確 保 。
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0 100
110

H18 H24
事業所数 従業者数

▲製造業、運輸業の事業所・従業者数の推移
（富里市）

近年も物流施設の新規立地や
規模拡大が相次ぐ

■H27年5月開設（富里第二工業団地内）

富里第二
工業団地

富里
工業団地

空港南部
工業団地

成田空港
富里IC

千葉、東京方面

物流の効率化・円滑化が図られる

国道409号 富里拡幅
事業区間 Ｌ＝1.9km

データ：各年経済センサス成田市街地
大型商業施設

富里ＩＣへの
アクセス性が向上



４．整備効果
(４)救急医療への支援

・ 成 田 赤 十 字 病 院 （ ３ 次 救 急 医 療 施 設 ） へ の ア ク セ ス 性 が 向 上 。
・ 救 急 搬 送 時 間 の 短 縮 が 図 れ 、 救 急 医 療 へ の 支 援 が 期 待 。

富
里
市(

市
役
所)

成
田
赤
十
字
病
院

22分

14分 8分短縮

整備前

整備後

成田赤十字病院
（3次救急医療施設）

成田市
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▲富里市から成田赤十字病院への所要時間の変化

データ：H22道路交通センサス（混雑時平均旅行速度）

1分 2 53 10 15 30 60

100

75

50

25

0

（％）

死
亡
率

時間経過

90％

65％

14分 22分

整備後

整備前

呼吸停止における
救命率が約25％向上

３次医療施設への
アクセス性が向上し

救急搬送の円滑化に
大きく貢献

富里IC

富里市

国道409号 富里拡幅
事業区間 Ｌ＝1.9km

▲カーラーの救命曲線

富里市役所

<道路種別>
高速道路
国道
県道
その他道路

凡例



■費用および便益算定の前提
基準年次 ：平成２７年度
検討年数 ：供用後５０年間

社会的割引率：４％

■便益の算定 ■費用の算定

５．事業投資効果
（１）費用便益比の算定

費用便益分析ﾏﾆｭｱﾙ

平成２０年１１月
国土交通省

道路局、都市・地域整備局

社
会
的
割
引
率

■便益の算定

●走行時間短縮便益
●走行経費減少便益
●交通事故減少便益

■費用の算定

道路整備に
要する事業費

道路維持管理
に要する費用

■現在価値の算定

便益の現在価値（Ｂ） 費用の現在価値（Ｃ）

費用便益分析の実施（Ｂ／Ｃ）
13



【事業全体】

便益（Ｂ）

走行時間
短縮便益

走行経費
減少便益

交通事故
減少便益

総便益 費用便益比
（Ｂ／Ｃ）

231億円 34億円 17億円 282億円

費用（Ｃ）
事業費 維持管理費 総費用

3.2
87億円 1.0億円 88億円

５．事業投資効果

（２）費用便益比

【残事業】

基準年：平成27年度

注１）便益・費用については、基準年における現在価値化後の値である。
注２）費用及び便益額は整数止めとする。（維持管理費を除く）
注３）費用及び便益の合計額は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。
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便益（Ｂ）

走行時間
短縮便益

走行経費
減少便益

交通事故
減少便益

総便益 費用便益比
（Ｂ／Ｃ）

49億円 15億円 6.6億円 70億円

費用（Ｃ）
事業費 維持管理費 総費用

6.5
11億円 0.4億円 11億円



既設橋梁の活用と新設橋梁の橋長短縮により事業費を縮減

６．コスト縮減

変更前 変更後

短縮

至 富里市街 至 富里市街

（下り線） （上り線）
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新設架替新設 既設新設

短縮

橋長
L=19.0m

橋長
L=21.7m

橋長を約3m短縮
既設橋梁の活用

至 成田市街 至 成田市街
（下り線） （上り線）



7．対応方針（案）

【理 由】

○費用便益比（Ｂ／Ｃ） ⇒ 『 3.2 』

○整備効果

事業を継続し、効果の早期発現を目指す

・交通の円滑化

・安全性の向上（交通事故、通学路）

・物流の効率化

・救急医療への支援
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